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1諸 書

　屠場廃水の処理法としては、生化掌的な好気牲酸化を利用する方法や、嫌

気的分解法などが霧効であり、1七較的多く使粥されているが、小規模な屠場

に対しては建設費や維持管理などの面で採驚が胴難である。これに反して薬

贔処理は設備が小さくてすむ利点はあるが、運転経嚢や処埋操作1こ問題を愈

んでいる。ただこうした欠点を除けば生化掌的浮用にたよることの不利な寒

冷な地方とか、あまり高度の浄化率を必要としない場所では考慮すべき方1去

であろう。いずれの方法によるにしろ、我国の罎殺場では利用可能成分の國

収設衛を欠く場合が多く、従って寵水も鶴濃度となるために、簡単な処理設

備では好結：果が得られないのみならず、1盆液の色を完金に鹸くことはなかな

か困難であり、研究の必要性もここにあると思う。

　薬品処理に関する諸外闘の研究および爽例は少く獄い。特に蟹・D・Sa’掛

α町s氏（1！は肉諭工場の廉オ文（屠場廃水と嗣様な性質をもつ♪の処理として、

硫酸を20鱒p憩使面してpHを鱒～氏2に調節し、P磁（SO蚤）3で凝固沈殿させ

（Fθイオンとして20PP纏芝用）、BOD除去率59。5～88・∫％　を得たと報告し

ている。その他、罫ecユ3による凝集沈殿と塩右肩環を組脅せた置．F嚢■d一

昨d9・氏の方法ωや、　Z麗■2とA1切・を用いる方談3撮轟・発表されて

おり、また実際に用いられている。

　無識では滋賀築の小派；、村閣両々が種々の薬晶を用いて廃承の脱色｛生を主

眼とした実験㈱院醗紗♪しているが、そのフ融臆・侃、および侃，を各

50 垂ｩか・A■U．騰50ppユnを用いて廃永の脱色と凝集沈殿を行うものである。

ごの方法は比較的安価に行うことができるが、沈殿物の容疲が多いことを指

摘してある。

　籔者らはこうした研究成果をさらに進照し、あわせて北海道における低毒

時の屠場廃水処理に関する奉還を群るため、以下にのべる実験を行った。薬

品処理では単に廃水の色を除蓑するのみでなく、浮遊物ならびに00：Dの除

ま率をもあわせ丁考慮した。
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a　薬　晶処理実験

　処理実験には札幌市細1の屠蕾場より採販した混合廃水を用いた．著るしく

く大型の固形物は除喪されているが・内臓片や未消化飼料なども多量に含ま

れており・浮遊嚇糧はB◎OPP㎜をこえる場合が多かった。但し、屠殺、

解体作業の進行状況により廃水の質は大きく変動し、実験に供した廃水もそ

の影響をうけたと思われる。廃水の縄度は試験美棚爾（昭和33年12月より

昭撫3窃年2月の醐）では8～5むであり・放流河川の水渥よりは幾分高か

った。これは1鼠液および洗灘用繊水の流入によるものであろう。瞬断で屠殺

され嫁蕾は平均牛馬2噸伯・豚羊5噸伯の審姶である・

　本笑験ではジャーテスターを磨いて一定の条件（急病撹絆3分闘、緩速訴

訟10分間、静置沈巌3り到尚，で凝集混和沈殿せしめ、その上澄水をとり

比較した。実験の無類によってはこの混含撹絆沈殿の条件が最適でないもの

もあったが、処理成立の大体の無向はつかみ得たと思われる。

　使用薬晶は凝集剤としてはAユ2（SO奄）3・エ8H20・Fe（習H憂）（SO岳）2認鴫0．

　　FeC｝3・ZnC■2・GOG工2・Fe2（S％）3の6痙である。他に補助剤とし

てC凝OH）2およびカオリンを適い・また塩素処理の爽験としては湘（〕コρの

痴・容液を嗣いだ・沓薬昂の使脇塗を3◎・50・100・300・500・1000P降

の鍛階に変えて好成績をう召甲声の海薬量を求めた茄その結果めみを表

・一 Pに一括して示した。また、ほ庶好素面を得ると思われた同一膏薬鍛につ‘

いて、謡言晶の効果を比較災験したものを表一2に示した。さらに・上履薬

贔の2種以上の組倉せ1更矯による稽果のうち、比較的よい結果を得られたも

ののみを表一3に示した。
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三一1　　薬品注加輿と処理成績の比較

薬津名 （職 Caて（題）2 憶魏 聾aO騒9 晃（：お 恥（ユ2 α：cユ2 R）2（鴫）3 未処理

門注　薬黛、
30◎ 1000 300 500 300 200 1000 500

一（PP撫）

処理後PH 6漁 ＞1王ρ 65 29 硲 ξ5 5ゆ 57 ア持．1

透　視慶 16．0 0」8 箏 78 2．1 《LO α6 7β α8㌔0∬

C　O　D
恚似ｦ槻．

61，5、 555 31踏 6緬 712 5蛎 ㎜
γ1β

1，17込》

P02PP症

色　　　網 透瞳餅・遡粥紅色
主蔭透膨ヨロバク色 半透明

W褐艶

不：透明

Rハク色

　虚s透胴
ﾃバク色

不透明

g　亀
不透朔
戟@色

不透開

｣　色
汚・泥沈殿
ｫ　　　状

良　好 良　　好 艮　好 『 良　好 ヤ宵不畏 不　災 畏　好 『

生繊汚泥：量

@鱒
20 微　　量 30 微　量 30 28 不明 喚0

｝

表…2　　三一注薬量による処理成績比較

薬品　名 な　　し 胸（鼠）喚）3 A諏（so蚤）3
瑛（臨の

Q0の2
臨αo 1磯3 伽瓜2

注　薬　量
『

200 2◎◎ 200 200 200 200
（P］pm）

P王1 乳15 躍 5ヲ 63 7β 6∬ 55

透　視　慶 1ゆ L7 7遜 7β 乳3 贋 或0

色　　　　縮
不透朋

ﾔ　色
不透明

�ﾔ褐色
透　朋

N紅色
透　明

N紅色
不透闘
W赤紫臨

不透明

ﾔ丹色
不透明
W挑飽

C　O　：D

（P強m）
116 71 　　　61

窃8 8岳 5・き 解

i司．i二除去率

@　團 『
385 闘β 587 271γ 53湊 5暑6

汚泥沈殿性状 ，｝ 艮　好 畏　好 艮　好 『
良　　好

フロック

�@　細

生成汚泥量
@　（％ ㎝

8 20 16 3 19 28
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表一3 薬赫の紺合せ使用による処理成績

薬　贔　名 注　薬：鐘
i：PPm）

透　視　変 cof率 色　　縮 汚泥沈剛三状 蛾細長量

A■2（Sつ歳）3 200 単透明
焦0 3鼠工 艮　　好 王1

Ga（磁）2 30 濃赤倉
，鱒「‘り巳，「9P，星P門P「・，r，・門pg，，“r”臼or叩　■國r唖pr，庁rヤ，，臼卜，r 1

，■，Pい「．，画，

α）α均 50 淡
L6 一

淡紅色　　　　F ヤや艮 20
Ca（αD　2 81

，，「．ppp，，■．「9隔「「，Pp，P卜一P　「即「，，．■ ．“▼，．，「，「，，P國ρ，ρ．ρ，の　　P■，，，■F凸r國←■pr・P， ．甲　「P，，【　　ナ ，，駒，，卜，，，唖P【 瞬陣，ρP，門「塵，r昌の，rr酔，卜rp，r7r「

Aユ2（破）慈）3 300 不透明
丘9 ㎝ ヤや艮 と1

｝藪）お 100 淡鳶色
「阜「，▼辱辱■．阜，卜阜酔ρ■F甲，胃¶，，層P，」膠，F9，■ ¶　　　　　　　　　　，　Ψ　　，　　　■．■9P7ρレP甲辱・，マ

罫蛾3 ．500
、．砧

超　　明
2沁。ユ2 30

｝ 『
無　　色

畏　　好 70

カオリン 500
・．・’，酔，」．，　　．齢圏「，PP．食，「，■ ．「．PP■P，．，，，．「■ ，ρ「・，．ρ▼P辱． rP，，，，「　9F，置卜，，醒」・「，，ρ　　　　　　　　　　Fr■の，ppp　，「「F ，“PL「P昌，■．，，「の7，穿P，「「「

Z箆（）ユ2 200 微　濁
生3 71．忌 艮　　好 31

Ga（OH）2 150 淡黄亀
，P，■r■ 「P「9，e，，ρ，7・ ，．「1

3e2（晦）3． 200 不透朋
1．γ 30．藁 災　　好 9

H2ぱ）唾 6．8 掲赤饒

以．とのi夷験結果を考婆して次のことが判弱した：。

α）　薬撮を単独で使用する場倉に1ま、懇iaC工0が」血液艶の除去に最もよい成

　績をあげたが、浮遊物やGODの除夫にはあまり言立たない。

／il）　これとは逆にPe（睡亟）（SO毫）2およびFe（且3は（〕ODの除去率では

　すぐれているが、腰回後の廃水の色は悪い。

ω　 ZnO擁は並三液色の除婁には有効であるが、生成したflocの沈降｛生が

　非常に．悪く、単独では実嗣に供し得ないが、σa’（OK）2の併用によって

　この野点を補うことができる。

網上に次ぐ方法としては、摩2（SOの3をオ1段濤に規㌔・て浮遊物腰を

　除去し、オ2段目にNa侃○をやや多量に薦いる方法であろう。この操

　1作によれば、オ1段霞の処理においてのみ比較的密な沈殿をうるから、

　汚泥の処理が容易である。
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（V）　その飽の薬品については色の除表、σ0：Dの除去、あるいは注薬量過

　多の点で好ましくない。

a　ZnGユ2による処；哩とca（0葺，2の影響

　Zn侃2　を用いる場含に生成したf工ocの沈降牲が劉題となるが、前述の

ようにGa（OH）2　と併網することが必要であることがわかったので、両者の

蘭係についてさらに詳撫な笑験を行った。その結果を蓑一4に示した。

　この結果からGa（OH）2の謎は100～20。P脚の闘でぽGODの1余去率に

あまり変化がないが、ca（OH）2が多いほど1設L液色が薄くなり、またそれに

従って生ずる汚泥の量が綱・に多くなることが判った。

　なおGa，（OH）2の作蛸はZnc12　の使歩に．よって低下しようとする廃水の．

PHを高め、撤1（0葺）2の：εユoe形彦山を助けたものと思われるσ

　　表一岳　　　2ζ簸Cユ2とGa（OH）2による処豊成綾

OaてOH）2
@（P：PIの

O 0 50 王eo 150　r　　200

Zn（）■2

@（PP1の
0 200 200 200 200 200

生成酬磁｝印 0 18 21 26　　　　31　　　　　33
30分沈殿
繪?泥容績

色　　　　絹
不透明
ﾔ　絶

≧1道明

蜥寳F
半透明
�h兆色

半透明　　単透明
W醤兆艶　淡黄芭

噺　淡黄臨

PH 乳エ5 義55 6．8岳 乳051乳35 乳75

透　　視　度 αγ 3．0 2．7
　　｝
l8　i　　を．3　　　　　　． 広5

○OD（P輝） 1唖6 唾4 5嶺 刈　・・ 唾1 低温法

身去率（殉 0 7α0 62．7

，。，i，三，　　ミ　　｝

　　7L8

4．　生威汚泥の乾燥1生の比較

　沓薬晶どとの浄化成績の比較実験とともに．蒐生ずる汚泥の乾燥｛生について

比較してみた、，汚泥をそのまま乾燥処分することの難易を撫薬するためであ

る。実験は汚泥を沈殿させた後に上澄水を除き、汚泥のみをガラス製時計風
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に一竃量を海一表面積となるように充塊し、室内に放置して禽水率の変化を

測驚した。その結果を図一1に示す。
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＼

＼
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、
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FeG13

、

＼
＼
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＼A＼　　　　　　　　　　誕
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0
10　　　　　　2◎　　　　　　30　　　　喚0　　　　　50　　　　60　　　　　γ0　　　　8◎　　　　　　90　　　　100　　　　1工0　　　　工20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間
　　　　　　　　　　隊1　　　三

　この含承率の変化曲線からみると、Fe　2（SO盛）3および：｝舟独（NH4）（SOの2

を使用しゾこ場台・の汚凄甦は1ヒ較的乾燥性ヵ丸劣るが、それ以外のもりは大差ない

ことが楚｛生的｛こ推測｝（3きた。

5沈殿汚泥の嫌気的消化実験

　薬品処理を行うに．あた：り、予備沈殿および浮子掻払によって浮遊物を除去

しておくことは、以後の処難を容易にし浄化効率を高めるが、この際に多量

の汚泥を生ずろ。また、忽nG12およびea（OH）2による処理によって生じ

た汚泥は容積にして廃水り約30％　に．およぶ。従ってこのまま乾燥処理する

ためには・濃繍ま繊よ消化などの手段を必要とする・これらの汚泥ρ主成分

は米消化飼料、肉片、内職捧および脂肪であるから、嫌気的分解も比較li勺・容

易と思われるので、沈殿汚泥の消化実験を行ってみた。

　実験は30Uおよび20りの聚＃卵器内と、ほぼ呈0℃龍後の営内と・北海

　　　　　　　　　　　　　　　一28一



道の特殊性を茄味して旋雪の下どに1立ポリエチレン瓶に入れた汚泥を置き、

脱離液のBODおよびガス発生量を調べた。その結果は図一2および麟一3

に示した。予想された遍ウ、積雪’ド（ほ父0む萌後に保たれていた⊃では分

解が進んでいなかったことが、ガス発生：量およびBODの減少状況から判っ

た。　20Cおよび30しで30日聞の消化によって・ほぼ岡程．慶の好成績を

あげている。脱離液のBODの変化を見ると、各消化温度とともに、初期に

急激に低下して再び上昇し、その後は消化の進行とともに除々に低下してゆ

く順向を示している。この再上昇の慧味は今後さらに研究する必要があるが、

この時期にスカムの発生が激しくなることと倉せて、沈殿した有機物の分解

が始り、脱離液中に溶解している80：D成分が増加したものではないかと思

う。

脱
駄．・

液
B
O
D
（劇

10ρ00

8ρQO

6ρOO

4ρ00

2ρ00

メ

　6
『撃

趣

へ

＼．
　　レ！’曜

　20℃織

＼・・

　　　　つ

　　積電下

約10驚

．一，

／　

　　　　　　　　　　　～

亀
正

0 5
～

三〇

図　ζ」　2

㌧15 20　　　　　　25

消化摂数（日）
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300

ガ

ス

発

生　 200
」曲L

繊）

王00

G

δ

20e

30℃

約10（○

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　ドヨミ’　／／　　　　　　　　　　　横：雪下

0 5 10 15 20　　　　25　　　30

　　消化臼数（濤ノ
3

6　縮＝ 語

　短期閥のしかも小規模な実験であり、実際の処理設露にはこのまま適粥で

きるか否かは今後の問題と，思われるが、屠笏｝雍水の薬品処理と汚泥の処理法

について蕊干の知見を得ることができた。以下にこれを・要約すると、

働　罵携廃水の薬・箔沈殿法では加侃2とca（OH）2を弄｛訂．いるのが最もよい

　　成績を得た。

㈲　この方法により生ずる汚泥はA短（SO磯）3に3ころ沈殿と同様な乾燥性

　　を有する。

（・）沈瞬碗の消化には・・～3・て）が滋珊あれ、その脱肖腋は3・。。

　　～幽000pp濃のBODをもつ。

　終りに、本研究は北海」澄庁よ徽託をうけた「寒憲こおける屠場廃水の処

運法の研究」の一部であり、便竃をはかっていただいた蘭係餐位に厚く感謝
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の意を表する。

ω

（2）

（3）

（4）

　　　　　　　　　　　　参．．．．　考量．．．．・．．．文．、．．巴＝献．

M．D．Sa皿ders，；σhα厩caユ．：Prec1P1むa℃ま。鷺GfMea℃：Packi箕艦

　　　Wastes・・．・エnα・趣9・．C琵e’R・・製一・6・．1凱（」une　19垂り

．塾1，F・B1（叉ridge，　：Th臼鍛ea’じPucki蕊＆　P＝LaエゴじWaste　D：｝．spOsaユ

　　　ProDユe瓢．　　SeWage　WOrks　Jo1λr．，　20，　1，　エ81（びan．194の

U1〕Lユ℃ed　 S宝コat；es　1≡）ubユ．まC　Heaユ「じh　 Service，　　1且　1簸αUStrlaユ

　　　　Was℃e　（｝uiαe．”　（19壱3）

小菅七三・．村罎清鄭：・と捌発水処理特に汚色の獣却こ？いて・

　　　　　　1ヨ本公衆衛生雑誌、5巻，γ．一矯，332頁
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